
  

 

  

☑
秋
の
拡
大
月
間
！
支
部
・
本
部
目
標
を
達
成 

 
 

 
 

秋
の
拡
大
月
間
は
、
286
人
の
新
た
な
仲
間
を
迎
え
入
れ
、 

支
部
・
本
部
目
標
を
超
過
達
成
。
11
月
組
織
人
員
で
6427
人 

支
部
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。
群
・
分
会
の
皆
さ
ん
、
家
族
の 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

☑
秋
の
共
済
（
火
災･

地
震
）
推
進
月
間
は
本
番
ス
タ
ー
ト 

 
 

 
 

ど
け
ん
火
災
共
済
は
、
年
間
掛
け
金
が
木
造
住
宅
3,000
円
（
鉄
筋
1,500
円
）

で
500
万
円
の
保
障
で
す
。
特
に
家
財
に
掛
け
る
共
済
が
お
ス
ス
メ
。「
住
宅

ロ
ー
ン
で
担
保
さ
れ
て
い
る
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
る
か
ら
必
要
な
い
」
と

思
っ
て
い
て
も
、
家
財
道
具
は
補
償
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も

し
も
の
時
に
備
え
「
ど
け
ん
火
災
共
済
」
を
再
確
認
し
て
加
入
し
よ
う
。
あ

わ
せ
て
、
家
財
で
年
間
掛
金
が
木
造
住
宅
6,600
円
（
鉄
筋
4,000
円
）
で
200
万
円

の
保
障
の
地
震
共
済
に
も
加
入
し
て
W(

ダ
ブ
ル)

の
安
心
を
。 

☜
そ
の
① 

新
加
入
者
へ
「
火
災
＆
地
震
共
済
」
を
す
す
め
よ
う 

新
加
入
者
は
、
火
災
・
地
震
共
済
の
メ
リ
ッ
ト
ど
こ
ろ
か
存
在
す
ら
知
り

ま
せ
ん
。
丁
寧
に
説
明
し
て
加
入
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

☜
そ
の
② 

火
災
共
済(

特
に
住
宅)

加
入
者
へ
地
震
共
済
を
す
す
め
よ
う 

 

火
災
共
済
の
加
入
者
は
地
震
共
済
を
追
加
し
、
住
宅
に
対
す
る
保
障
を
東

京
土
建
で
一
本
化
し
て
「
利
便
性
」
と
「
安
心
」
を
得
ま
し
ょ
う
。 

☜
そ
の
③ 

「
事
業
所
の
仲
間
」
へ
火
災
＆
地
震
共
済
を
す
す
め
よ
う 

従
業
員
に
ま
で
土
建
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
か
な
か
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
群

会
議
や
訪
問
行
動
で
事
業
主
（
事
務
員
）
さ
ん
へ
火
災
＆
地
震
共
済 

の
魅
力
を
説
明
し
、
従
業
員
さ
ん
へ
す
す
め
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

☜
そ
の
④ 

「
失
効
者
」
へ
は
再
度
加
入
を
す
す
め
よ
う 

失
効
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
仲
間
も
…
「
万
が
一
」
の
前
に
。

メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
い
る
失
効
者
へ
再
加
入
を
す
す
め
よ
う
。 

【
共
済
推
進
行
動
】
11
月
20
日
㊊
午
後
7
時
30
分
～
セ
ン
タ
ー 

☑
「
予
算
要
求
は
が
き
（
財
務
省
宛
て
）
」
配
布
の
月 

 
 

今
年
度
さ
い
ご
の
「
予
算
要
求
は
が
き
」
運
動
。
先
月
の
群 

会
議
で
配
っ
た
回
収
の
月
と
な
り
ま
す
。
100
％
や
り
き
っ
て
、 

要
求
額
を
確
実
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。 

☑
「
知
ら
ん
け
ど
！
組
合
ガチ

説
明
会
」
に
参
加
し
よ
う 

 
 

 
 

 

 

「
組
合
に
加
入
し
た
け
ど
群
・
分
会
の
仲
間
の
顔
と
名
前
が
分
か
ら
な

い
」
「
同
世
代
や
同
業
種
の
仲
間
を
つ
く
り
た
い
」
「
組
合
の
意
義
や
制
度

を
知
り
た
い
」
。
そ
う
し
た
仲
間
の
た
め
に
、
分
会
は
「
組
合
説
明
会
」
を

開
催
し
て
く
れ
ま
す
。
参
加
を
機
に
東
京
土
建
の
こ
と
を 

理
解
し
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

【
統
一
開
催
日
】
11
月
27
日
㊊
午
後
7
時
30
分 

＊
詳
し
い
日
時
や
会
場
な
ど
詳
細
は
群
役
員
ま
で 

☑
く
ら
し
と
仕
事
要求

実態

ア
ン
ケ
ー
ト
！
全
員
記入

運
動 

 

 

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
仕
事
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
実
態 

を
あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
く
ら
し 

と
仕
事
の
「
生
の
声
」
を
大
手
企
業
交
渉
、
国
・
自
治
体
へ 

の
要
求
運
動
で
ぶ
つ
け
ま
す
。
今
月
の
群
会
議
で
全
員
記
入
し
ま
す
。 

＊
群
会
議
で
記
入
で
き
な
い
方
は
、
群
役
員
へ
要
相
談 

☆
今
月
の
「
署
名
」
協
力
の
お
願
い
☆

 

国
保
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
群
会
議
で
取
り
く
み
ま
す
。
…
群
3
枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑建設産業の現状－高齢化と建設従事者減少が深刻                

現在、建設業就業者は 55 才以上が 3 人に 1 人（36％）を占める一方、29 才以

下は 10 人に 1 人の割合となる 12％と高齢化がすすみ、次世代への技術継承が大

きな課題となっています。また、技能労働者数は、15～39 才の若年層 68 万人に

対し、55～69 才のベテラン層 68.4 万人で上回るとともに、全国の建設技能者は

244 万で 5年前から 11万人も減少する深刻な状況となっています。 

要因は、➊全産業と比べて 10％も低い賃金、➋全産業と比べて 17％多い長時

間労働、➌全産業と比べて 30％低い週休 2日制の導入割 

合、など厳しい処遇や就労環境が若年者の入職・定着を 

阻んでいます。建設産業は欠かすことのできない基幹産 

業にもかかわらず、このまま若年者の入職が先細り続け 

れば、産業の維持が困難となり、住まいや社会資本・イ 

ンフラは立ち行かなくなります。 

 

 

 

 

 

☑20年ぶりの大運動！全建総連 62 万人の「声」を一つに 

私たち東京土建が加盟する全建総連（全国建設労働組合総連合）は、全国で 62 万

人の建設業に従事する労働者・職人、一人親方や事業主で組織する建設業の組合

としては日本最大です。その全建総連が今回提起した『建設労働者の雇用改善、

担い手確保・育成に関する 100万人国会請願署名（下記枠内参照）』は、魅力ある、

そして持続可能な建設業に向けて、関連施策の実現をめざして建設に従事する全

国の仲間が文字どおり一つになって取りくむ「本気」の大運動となります。 

全建総連として 2003 年に全国規模でおこなった「建設国保 

の育成に関する請願」以来、20年ぶりの請願採択をめざして 

私たち練馬支部も必達目標をやり上げ、全国の仲間と共に私た 

ちの建設産業を大きく変えましょう。 

 

 

 

 

 

■署名必達目標：組織人員の 2 倍  ■期間：2023 年 11 月～2024 年 3 月 

 

 

◆
あ
い
う
え
お 

 

＊すなわち、建設従事者減少・高齢化の要因は↓ 

低賃金 ✖ 長時間労働 ✖ 週休 1日 

↑ここを変えなければ建設産業の未来はない 

建設業界「新３K」へ…○K給与が良い ✖ ○K休暇が取れる ✖ ○K希望が持てる 

➊建設労働者の雇用改善、能力開発の推進及び向上を図るとともに、高い水準

の賃上げに向けた環境整備に努めること 

➋建築大工をはじめとした若年者等の入職・定着を促進し、 

建設業の担い手確保・育成を推進すること 

➌建設キャリアアップシステム（CCUS）の普及促進を図ること 
魅力ある建設業へ



 

 

11/22、12/4 の午後は書記局会議のため、12/15 の終日は書

記局研修のため、支部事務所を閉めさせていただきます。ご協

力お願いします。 

組合活動 機関会議 地域・その他

15 水

16 木

17 金 予算要求集会

18 土 練馬労連大会

19 日

20 月 共済推進統一行動　社保駅宣 納入日　外国人雇用ｾﾐﾅｰ

21 火 はなみずきの会 財政部会　憲法部会

22 水 後継者部会　組織部会

23 木 第18回フードバンク

24 金 分会長会議 映画あの日のｵﾙｶﾞﾝ

25 土

26 日

27 月 組合ガチ説明会　消費税駅宣

28 火 労対部会

29 水 組織財政検討委員会

30 木 仕事部会

組合活動 機関会議 地域

1 金 中執 事業所委員会　社保対部会

2 土

3 日 大泉生協日曜健診

4 月 厚文部会　青年部会　税対部会

5 火 四役（会館）　女性四役

6 水 憲法駅宣 常任

7 木 執行委員会

8 金 教宣部会　女性役員 練馬社保協総会

9 土

10 日 六役会議

11 月 区民要求集会

12 火 木建協パトロール 分会執行委

13 水 分会執行委

14 木 憲法部会　後継者部会

15 金

16 土

書記局研修・・・終日、事務所閉まります

１２月

書記局会議・・・午後、事務所閉まります

女性の会バスハイク　総がかり行動

シニアバスハイク　城北ブロックPAL交流会

書記局会議・・・午後、事務所閉まります

元請工事企業懇談　マイナ保険証廃止反対院内集会

１１月

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑次回の「無料法律相談（弁護士対応）」       
【とき】12月 11日㊊午後 3時～ 

【内容】仕事からプライベートまで何でも個別相談 

【ところ】練馬支部会館 【申込】予約は支部担当者まで 

▲事業主の皆さん必見▲ 

☑「外国人雇用セミナー＆名刺交換会」参加募集      

外国人受け入れ（予定）事業主を対象に、技能実習生・特

定技能外国人を受け入れる際の法令・ 

制度周知をはかる外国人雇用セミナーと 

事業主同士が名刺交換で交流します。 

【とき】11月 20日㊊午後 2時 

【ところ】けんせつプラザ東京（本部） 

【内容】技能実習・特定技能制度の概要、外国人労働者 

の育成と共生に向け、キャリア形成と異文化理 

解の体制構築などの学習、名刺交換会（ケータ 

リングあり） 

 

○秋の共☆済☆推☆進☆月☆間！○＊表面のつづき 

☑日本一の「どけん火災共済」で大きな安心              
どけん火災共済は、（年間掛金）木造住宅 3,000円（鉄筋 1,500

円）で 500万円の保障です。どけん火災共済は、安い掛金に

よる大型保障で火災だけでなく落雷による電化製品の故障

を含めた自然災害にも対応しています。もしもの時に備え

て、どけん火災共済を再確認して加入しましょう。 

➣ 「 日本一安い掛金！しかも大型保障」 
→組合が直接運営することで安い掛金を実現 

 ➣ 「地震災害見舞金で生活再建を応援」 
→建物最高 100 万円、家財最高 20 万円 

 ➣ 「罹災者の立場に立った給付内容」 
→火災、自然災害はもちろん、お風呂の空だき・漏

水失火等の見舞金など幅広い保障内容 

 ➣ 「建設作業者にピッタリ！作業場の加入も OK」 
→建築・増築中の建物、組合員が所有する別荘・貸

家も保障の対象 

☑「火災」とW加入で安心「どけん地震共済」 

「地震共済」は、「どけん火災共済」に加入していないと

利用できません。これを機に住宅に対する保障を「どけん

火災・地震共済」へ一本化し、火災と自然災害のダブルの

備えを組合の助け合いの共済でおこないましょう。 

 ➣東京土建の「どけん火災共済」に加入している組合員 
→地震共済単独では加入できません 

➣組合員の居住する自家または賃貸住宅 
→別荘･別棟･貸家･事務所･作業場は加入できません 

➣同一の建物で契約できるのは 1人に限ります 
→同一世帯に組合員が複数いても加入は一軒に一人です 

➣掛け金は木造一口 165 円/年･鉄筋一口 100 円/年 

 ➣加入している火災共済と満期を合わせます 

➣口座登録が必須です 

➣地震共済の契約開始は掛け金を納付した翌月 1日以降 

 （上限は建物 200口、家財 40口） 

➣地震・噴火・津波・地震が原因の火災に対して保障 

 ➣加入口数は火災共済口数範囲内で自由に設定できます 

➣一口あたりの保障額は全壊 50,000～一部壊 1,500円 

◆事業所の皆さん必見◆ 

☑本部「働き方改革に対応する事業所セミナー」                
 適正な労働時間の管理、休日の確保、有給取得など従業

員の労働環境を整備する働き方改革が、建設業でも来年 4

月から完全施行となります。「働き方改革で何が変わる

の？」「どこから手を付けて良いか分からない」「罰則は？」

「うちの会社は大丈夫？」少しでも不安があ 

る事業所の仲間は参加して対応しましょう。 

【とき】いずれも午後 7 時～ 

■働き方改革の対応に何が必要か…11月 29日㊌ 

□労働時間の管理と労働時間の削減…1月 29日㊊ 

□建設業の働き改革対応まとめ…2月 27日㊋ 

【講師】北村博昭 特定社会保険労務士 【参加費】無料 

【会場】けんせつプラザ東京（本部）と ZOOM の併用 

◆平和の願いをココ“ねりま”から◆ 

☑映画「あの日のオルガン」鑑賞へ行こう！  

今こうしている間にも、海のむこうでは戦争によって罪の

ない子どもや女性、市民の命が奪われています。 

平和の願いを込めて仲間と観賞してみませんか？ 

【とき】11月 24日㊎ ➊10：30～➋13：30～➌19：00～ 

【ところ】練馬区立生涯学習センター（区役所裏） 

 【観賞券】前売 1200円 当日 1500円 …詳細は支部へ 

事業所セミナー


